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第11回日本公衆衛生看護学会学術集会 
（ハイブリッド開催）

日時：現地会場＋ライブ配信　12月17日（土）〜18日（日）

オンデマンド配信　12月19日（月）〜2023年1月31日（火）

会場：仙台国際センター（宮城県仙台市）

テーマ：ポストコロナ社会における公衆衛生看護への期待
─新たなコミュニティケアシステムの創出
プログラム：会長講演「ポストコロナ社会における公衆衛
生看護への期待」安齋由貴子（宮城大学看護学群教授）／特別
講演「健康日本21（第二次）の最終評価とこれからの健康づ
くり」辻一郎（東北大学大学院医学系研究科公衆衛生学教授）／健
康危機管理セミナー1「これからのパンデミック対策─
COVID-19パンデミックの経験から」押谷仁（東北大学大学

院医学系研究科微生物学分野教授）／2「地域における健康危機
管理システム─東日本大震災とCOVID-19の経験から」
石井正（東北大学病院総合地域医療教育支援部教授）／3「公衆衛
生看護における健康危機管理の仕組みづくりとマネジメン
ト」春山早苗（自治医科大学看護学部教授）／公衆衛生看護セ
ミナー1「ポストコロナ時代の母子保健─聴こえない声
に耳を澄まし、地域で支援する保健師の役割」中板育美（武

蔵野大学院看護学研究科教授）／2「時代に応じた産業保健看
護職の基礎教育とスキルアップ」五十嵐千代（東京工科大学

医療保健学部看護学科学科長・教授、産業保健実践研究センター長）

／3「公衆衛生看護学研究における実践者と研究者との連
携」田髙悦子（北海道大学大学院保健科学研究院教授）／シンポ
ジウム 1「健康は未来を創る力になる─地域を想い、と
もに歩む　地区保健活動の実践」阿部由佳（仙台市青葉区保

健福祉センター家庭健康課、保健師）、井坂和美（木町地区民生委

員・児童委員）、松本明美（仙台市宮城野区保健福祉センター家庭健

康課健康増進係長）、片桐勝二（前 田子西中央町内会会長）、千葉
良恵（仙台市宮城野区保健福祉センター障害高齢課主任）、芦澤勝
彦（ひまわり手芸店・居場所カフェ）／2「住民主体のコミュニ
ティづくり─共に創る誰もが生きやすい地域づくりと保
健師活動」石田祐（宮城大学事業構想学群教授）、庄司昌彦（武

蔵大学社会学部メディア社会学科教授）、礒村直美（角田市地域包

括支援センター所長）／3「ポストコロナ社会における企業の
健康管理─過去・現在・未来」岡田睦美（富士通株式会社健

康推進本部健康事業推進統括部健康支援室）、中野愛子（株式会社

日立製作所人財統括本部デジタルシステム＆サービス人事総務本部

京浜地区産業医療統括センタ）、森鍵祐子（山形大学大学院医学系

研究科看護学専攻教授）／4「東日本大震災から11年─私た
ちが学び、未来に伝えたいこと」只野里子（宮城県高等看護学

校校長）、大槻文子（宮城県丸森町保健福祉課参事兼技術補佐）、横
野富美子（宮城県大崎保健所栗原支所地域保健専門監）、奥田博
子（国立保健医療科学院健康危機管理研究部上席主任研究官）／5

「歯科口腔保健をきっかけに広げる地域保健の推進と展望
─健口づくりから地域包括ケアシステムまで」佐々木早
苗（宮城県美里町健康福祉課健康推進室技術主幹兼保健係長）、小

田嶋保子（秋田県健康福祉部健康づくり推進課主査）、村松真澄
（札幌市立大学看護学部老年看護学領域准教授）／市民公開講座
「『声』を磨いて、イキイキ、ハツラツ！ ─健康維持のた
めの発声ボイストレーニング」高橋寿和（TAKAHASHI VOICE 

PRODUCTION）／ほか
参加登録：（後期申込）①11月7日（月）〜12月9日（金）

※入金 : ゆうちょ口座入金またはペイパル対応（クレジット

カード利用可能）／②12月10日（土）〜2023年1月31日（火）

※入金はペイパル対応（クレジットカード利用可能）のみ
登録申込方法：下記Webサイトの参加登録フォームより
https://japhn11.yupia.net/sanka.html
参加費：［後期申込①②・当日会場受付ともに］会員1万
1000円、非会員1万2000円、学生（フルタイムの院生を含む） 
5000円
問い合わせ先：運営事務局 
株式会社ユピア内（担当：国井・小嶋）

〒456-0005　愛知県名古屋市熱田区池内町3-21
TEL : 052-872-8101（平日10:00〜16:00）

FAX：050-3737-7331
E-mail：japhn11@yupia.net
URL：https://japhn11.yupia.net/index.html

第4回 日本看護シミュレーションラーニング学会
学術集会

日時：2023年2月18日（土）

会場：兵庫県立大学明石看護キャンパス（兵庫県明石市）

大会長：小西美和子（兵庫県立大学看護学部）、増野園惠（兵庫

県立大学地域ケア開発研究所）

テーマ：未来を見据えて─看護シミュレーションラーニ
ングの本質を問う
参加登録：11月1日（火）〜2023年1月20日（金）

参加費：（事前）会員7000円、非会員 1万2000円、学生
3000円／（当日）会員9000円、非会員 1万5000円、学生
3000円
問い合わせ先：学術集会事務局
兵庫県立大学地域ケア開発研究所内
〒673-8588　兵庫県明石市北王子町13-71
E-mail：conf_office2023@janssl.jp
運営事務局　株式会社ユピア内
〒456-0005　愛知県名古屋市熱田区池内町3-21
TEL：052-872-8101（平日10:00〜16:00）

FAX：050-3737-7331
E-mail：jsl4@yupia.net
URL：https://janssl4.yupia.net/index.html
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第2回理論看護研究会（Web開催）

日時：2023年3月4日（土）9 : 00〜16 : 30
テーマ：つくる・つかう・つたえる
プログラム：学術講演1（日本語字幕つき）「Reflections on 
situation-specific theory development for men’s healing 
from traumatic abuse and it’s evolution　トラウマを抱え
た被虐待男性のヒーリングに関する状況特定理論の構築
と展開に関する考察」Dr. Danny Willis（Joan Hrubetz Dean 

and Professor Trudy Busch Valentine School of Nursing Saint Louis 

University）／2「『ケアの意味をみつめる事例研究』で可視化
する看護実践の知」山本則子（東京大学大学院医学系研究科教

授）／セミナー「摂生できる人は何が違うのか : 経済学理論
からのアプローチ」真鍋雅史（嘉悦大学経営経済学部教授）／
発表セッションA「臨床に生じたできごとをことばでつた
えてみよう」／B「実践や研究に理論をつかってみよう」／
C「新しい概念や理論をつくってみよう」／交流セッショ
ンⅠ「発表者とともに語りあってみよう」／Ⅱ「あなたの
臨床経験を語りあってみよう」
参加登録期間：2023年2月22日（水）17 : 00まで
支払期限：2023年2月22日（水）受付分まで
参加登録費：一般5000円、学生3000円
※学生は参加登録画面上で学生証をアップロード、または
学生証のコピーを運営事務局宛にメール添付で送付。学生
は大学院生、大学生と看護学校生が対象（修士・博士課程の学

生も含む）。
参加登録方法：下記Webサイトの参加登録フォームより
オンライン登録し、7桁の参加受付番号を取得
URL：http://theoretical-ns.umin.jp/registration/index.
html
問い合わせ先：運営事務局　あゆみコーポレーション内
〒550-0001　大阪府大阪市西区土佐堀1-4-8 日栄ビル
703A
TEL：06-6131-6605　　FAX：06-6441-2055
E-mail：theoretical_ns-as@umin.ac.jp
URL：http://theoretical-ns.umin.jp/

第33回日本医学看護学教育学会学術学会

日時：2023年3月11日（土）

会場：穂の国とよはし芸術劇場PLAT（愛知県豊橋市）

テーマ：時代に沿った医療職教育と地域社会の健康増進
プログラム：招聘講演「看護技術の可能性─その変遷の
歴史をふまえて」川島みどり（健和会臨床看護学研究所）／会
頭講演「時代に沿った医療職教育と地域社会の健康増進」
藤井徹也（豊橋創造大学）／教育講演Ⅰ「医療者における研究
スキル向上を目指して」〈量的研究〉箕浦哲嗣（愛知県立大学

看護学部）、〈質的研究〉石橋照子（島根県立大学）／Ⅱ「見方を
変えれば思考が変わる！─毎日を彩るために」勝原裕美

子（オフィスKATSUHARA）／ワークショップ「身体の中を理
解するための技術向上─超音波技術の取得と向上」酒井
一由（藤田医科大学）／教育シンポジウムⅠ「近未来のICT技
術を活用した看護教育」榎本明子、杉下史紘、永井翔、坂亮
輔（人間環境大学）／Ⅱ「コロナ禍における新卒医療者の課
題とサポート」河合恵理（豊橋市民病院）、福田妙子（順天堂大

学医学部附属練馬病院）、三浦昌子（愛知県看護協会）／市民公開
講座「愛知県豊川下流域に生きている伝統的治水システム

『霞堤』」藤田佳久（愛知大学名誉教授）／高校生向け公開講座
「見て！ 聞いて！ 触れて！ 理解しようからだのしくみ」
井上直子（豊橋創造大学）

参加費：会員3000円、非会員4000円、学生2000円
参加登録：下記Webサイトの参加登録フォームより
https://jamne2023.jp/registration/
申込締切：2023年1月13日（金）17 : 00
問い合わせ先：学術学会事務局
豊橋創造大学保健医療学部看護学科内
〒440-8511 愛知県豊橋市牛川町松下20-1
E-mail : igaku-kango2022@sozo.ac.jp
URL：https://jamne2023.jp/

※�掲載している情報は10月31日時点のものです。最新の情報は主
催元にご確認ください。
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